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カッパ・ロケットの振動試験結果
森 大吉郎・吉山 巖

　1．はしがき
　カッパ・ロケットの胴体の曲げ振動および尾翼の固有

振動について調査した結果を簡単に記す．カッパ・ロケ

ットは，地E試験用の0号機から飛しょう実験に使用し

た1号ないし7号機に至るまで，その機体の寸度・重量

・構造形式等にいくつかの変遷があり，特に尾翼には多

くの種類がある．振動試験はロケットの機体が完成して

後秋田へ輸送され，諸装置を積み込まれた上，飛しょう

試験に供されるまでの僅かな機会を捕えて，限られた時

間内で行わねばならぬ関係上，すべての胴体・尾翼の状

態について十分に試験することはできなかった．大部分

の試験は生研所内で行ったが，一部については現地の秋

田で試験したものもある．

　試験方法は既述（1）のと同様で，可動線輪を試験体の適

当な個所に貼付して動電型起振を行い，起振動数に低周

波発振器により変化させて共振点を探す．ピック・アッ

プは容量型ピック・アップを使用したが，既述（1）のよう

に振動特性の大略の模様があらかじめわかっているとき

1には，小ドライバーによる測定でほとんど間に合う．

　2．　尾翼の振動特性

　尾翼については曲げ1次，摂り1次，曲げ2次の固有

振動について，その固有振動数と振動形態とを調べた．

尾翼の取付状態，すなわちロケットの胴体に正規に取り

’付けた状態と，尾翼のみを基盤に固定した状態とでは固

有振動数には幾分の差異があるが，これには取付金具が

異なったための影響もあるものと思われる．以下には各

種の尾翼についての代表的結果を簡略に記す．

　（2・1）1，2号機用尾翼　第1図に示すような軽合金

の平板（厚さ4mm）で，前後縁をナイフエッジにして

ある．試験結果を第1表に示す・標準状態とは0号およ

び1号機の場合のように発煙筒をつけない状態で，2号

機には発煙筒がついている．発煙筒の垂量は約310　gr，

翼だけの重量は約500grである．曲げ1次の固有振動

には節線（nodal　line）はなく，捉り1次および曲げ2

次の固有振動には第1図に示す節線が測定された，
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　（2・2）3，4号機用尾翼　この尾翼は，前の1号機用

尾翼の先端を70mmの幅で切り落したものである・結

果を第2表および第2図に示す．なお第1表と第2表と

は固定状態がやや異なっているので厳密な比較にはなら

ないが，翼端切落しの影響ははっきりと表われている・

翼の重量は約440grである．
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第3図　5，6，7号機用尾翼の振動特性

第3表　5，6，7・号機用尾翼の振動特性
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　第1図　1，2号機用尾翼の振動特性

註：尾翼はいずれも胴体に正規に取り付けられた状態・

（2・3）5，6，7号機用尾翼　この形式の尾翼はサン

ドウィッチ構造で表皮および周辺の枠は鉄またはアルミ
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で，コア材は桐であり，後縁には後退角がついている．

数種類のものが作うれたが飛しょう試験のロケットに取

り付［tられたのは第3表に示す（a）と（b）の形式の

ものである．　（a）はレーダ用アンテナのためのスリッ

トを入れたもので，ま皮および枠は不鑓鋼，コア材は

桐，スリットおよび取付郭の枠は軽合金で，スリソトま

でアンテナ・リード線が内部にはめ込まれている．なお

これと同様の翼で抵抗線歪ゲージおよび白金線温度ゲー

シを表皮の内面に貼付し，テフロンで包んだリート線を

埋め込んだものも5，6号機には取り付けられた．コア

材の厚さは6mm，表皮の不鑓鋼板はO・5mm厚であ

る，　（b）はス1」ット毎しの普通の翼で表皮および枠は

軽合金，コア材は桐である．コア材の厚さは6mm，表

皮のアルミ板の享さはおのおの1mmである．試験結

果を第3表および第3図に示す．第3表はすべて尾翼を

ロケット胴体にEz　t）付けた状態で試験した結果である

が，別に尾翼を使用機のものと同一寸度の取付金具でも

って基盤に固定して実験を行ったが，この場合は（1）

の場合と違って両者の固有振動数には大ぎな差異は認め

られなかった．尾翼のみの重量は（a）型が約760gr，

（b）型が約500　grであった．

　3・発煙筒を取り付けた尾翼の振動

　128」－S型ロケソトの尾翼（1～4号機用）はジュラ

ルミン板で里部より約穐の所までが胴体に固定され，

先端はエンジン部の溝にはめてある簡単な構造である

が，それぞれの尾翼に発煙筒を付けた場合に固有振動数

がどの位低下するかを調べる目的で実験を行った・実験

を行ったのは0号機の尾翼にっいてであって，尾翼の水

平，垂直状態での曲げおよび擾り振動数を測定した・ゲ

ージは，池田研究室で実験を強度試験用に貼付Lてあっ

たゲージを使用し秋田実験場の計測室で実験を行った・

　（3・1）発煙筒の取付位置およぴ測定個所　発煙筒お

よびゲージの取付位置を第1（b）図に示す．発煙筒の

重量は310grで（発煙筒については発煙装置の項を参

照）あった・なお図中のA，Bは歪計ゲージであり尾翼

の厚さは4mmであった・

　（3・2）測定結果　測定結果のオソシログラフを第4

図に示す．　（a）ば尾翼を水平にしてこれに発煙筒をつ

けて上下の自由振動をさせた場合，　（b）は尾翼を垂直

にして左右に振動をさせた場，　（C）は尾翼を垂直にし

たままで擾り振動を与えた場合のオソシログラフであ

る．捉り振動の波形がはっきりと出ないのは歪計の張l／

方が尾翼弦長方向∴張ってないkめである，

　各図より明らかなように約40cpsの［由げ振動と，約

80cpsの換り振動とが重畳している．

　4・　胴体の曲げ振動

　胴体は両端自由棒としての固有振動を持っているが，

それを測定するために胴体中央部または後端部を起振

　し，ロケノト全隼はゴム紐で釣り上げるか，またはゴ

ム・スポンジ等のクソションの上に載せて共振点を探し

48

生　産　研　究

　　　　　　　　第4図（a）

蠣

羅

鰹欝難

、勲縄獲灘遷

難

購
　　　　　　　第4図（b）

　　　　　　　第4図（‘、

た，試験したロケソトは0号機および6号機で島gた、

機体の状態は胴体と尾翼・ノズルが装着さ永た状態でプ

ロペラント，および計器類に装着されていない・起振器

出力がやや不足なため十分な測定ばできなかったガ，自

由・自由棒としてのユ次の固有振動に約lescpsであっ

た，

　5．結　　論　　　　　　　　　　　　　　　　．

　機体の振動特性はロケノトの重要な墳査項目の一っで

ts　lp　，強度・剛性の判走に必要であるほかに，　t－　i＊の選

合性の試験，　environmental　testとしての意羨も指っ

ている．今後のロケソトに対し十丹な撮動試験をすbた

めには、今回使用した6ワントの起振器では容量不足で，

もっと出力の大きい動電型起振器が必要と思われる．

　今回の試験に際しては池田教授にご配慮いただいたほ

かに荘司敦君・富田文治君の協力を得た、〔ユ957．1，2Q）

　文献（1）森　大吉郎，生産研究　8．6、　P2ec


